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中学校・読書センター 

研究発表１ 

 

主体的に図書館とかかわりをもつことができる生徒の育成 

～情報発信のデジタル化に向けて～ 

 

一宮市立南部中学校 坂下 弘樹 

１ はじめに 

 学校図書館には、読書センターと学習情報センターとしての役割がある。文部科学省は、「これから

の学校図書館の活用の在り方等について」で、読書センターとしての機能を、「児童生徒の創造力を培

い、学習に対する興味・関心等を呼び起こし、豊かな心をはぐくむ、自由な読書活動や読書指導の場

である」と定義している。さらに「学校教育の一環として、すべての子どもに、本を選んで読む経験、

読書に親しむきっかけを与える」「子どもたちが、自由に好きな本を選び、静かに読みふける場を提供

したり、様々な本を紹介して、読書の楽しさを伝える。」と記載されている。この機能を果たすために

は、児童生徒が本に親しむことができる学校図書館として環境が整っていることが前提となる。 

 今伊勢中学校（前任校）の図書館の現状を把握するため、2020 年１月に「学校図書館に関するアン

ケート」を、中学１・２年生（398 名）を対象として実施した。その結果、「本を読むことが好きです

か」という問いに対して「好き」が 40％、「どちらかといえば好き」が 40％であり、合計 80％の生徒

が読書に対して前向きな生徒が多いことがわかった。しかし、それにもかかわらず「授業以外でどれ

くらい学校図書館を利用していますか」という問いに対して、「ほとんど行かない」が 85％であった。

図書館に行かない理由は、「時間がない」で 25％、次いで「図書館が遠い」が 22％であった。（グラフ

１） 

 したがって、生徒が本に触れる 

機会を確保し、本を身近に感じる 

ことができる読書環境を作ること 

ができれば、主体的に図書館を利 

用することができると考えた。 

 また、新型コロナウイルス感染 

症の流行により、私たちの生活様 

式は一変した。不要不急の外出を 

避けるようになり、それに相まっ 

て急速に IT 化が進んでいる。 

今後は学校図書館の情報発信や 

利用方法などもデジタル化が進ん 

でいくことを予想し、以下の研究 

主題を設定した。 

 

主体的に図書館とかかわりをもつことができる生徒の育成 

～情報発信のデジタル化に向けて～ 
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２ 研究のねらいと手だて 

（１）めざす子ども像 

  主体的に図書館とかかわりをもつことができる生徒 

 

（２）研究の仮説 

  研究主題に迫るために、以下のような仮説を設定して研究を進めることにした。 

 

＜仮説１＞ 

   図書館の本を身近に感じ、普段は読まない分類の本に触れるようにすれば、図書館と 

かかわりをもつ契機を作ることができるであろう。 

＜仮説２＞ 

   生徒が学校図書館の本を、図書館まで足を運ばなくても借りることができるようにす 

  れば、主体的に図書館とかかわることができるであろう。 

 

（３）研究の手立て 

 

３ 研究実践 

（１）手立て１ 学級分館の増冊 

 ① 10 冊の選書 

例年、図書委員が図書館の本の中から 10 冊を選び、ボックス 

の中に入れて、各学級に持ち帰る学級分館という取り組みを行っ 

ている。（写真１）これまでは図書委員に選書を任せていたが、 

ほとんどの図書委員が、900 番代の文学作品を多く借りていた。 

中には、シリーズ物のライトノベルを多く選書している図書委員 

もおり、図書委員の好きな本が 10 冊選書されている状況だった。 

そこで、学級分館の本を読んで「続きが読みたい」「関連する 

本を読みたい」と思い、主体的に図書館とかかわりをもとうとす

仮説１ 手立て１ 学級分館の増冊 

 ①毎月の図書委員会の時間に、学級分館の本を 10 冊選ぶ。 

 ②学校図書館司書と相談し、教師側で選んだ５冊を学級分館に加え、合計 15 冊を貸し 

出す。 

仮説２ 手立て２ 貸出方法の工夫 

 ①学校ホームページの「図書館より」のコーナーから、生徒が学校図書館の蔵書一覧を 

見ることができるようにする。 

 ②図書委員が「オンライン検索＆貸出」の方法を各学級で説明する。 

③生徒は、借りたい本が決まったら、貸出申し込み票に必要事項を記入して図書委員 

に渡す。 

 ④図書委員から貸出申し込み票を受け取った教師が本の準備をし、本は担任から本人 

に手渡す。 

写真１ 貸出ボックス 
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る生徒が増えることをねらいとして、10 冊の本の内訳を 900 番台の文学から５冊、900 番台以外

の分類から５冊とした。シリーズ物の作品は１冊までとし、普段は手に取って読まないであろう

分類の本を選書させた。また、これまでは学級分館に新着図書は入れないことにしていたが、図

書館を利用する時間が短いため、新着図書の貸出を認めた。 

 図書館利用が制限されている状況下で、図書委員は、学級の生徒が読みたい本や興味のある本 

を想像しながら 10 冊の本を選んでいた。また図書委員の中には、学級の生徒からあらかじめ本 

のリクエストを受けて、学級分館として借りている姿も見られた。 

 

② ５冊の選書 

図書館担当の教師が、学校図書館司書と相談し、授業内容や学校行事に関連する本を各学級５

冊ずつ選んで学級分館に加えた。 

授業内容に関連する本は、主に国語と社会とした。授業の進度に合わせて、国語であれば教科

書の単元にある「広がる読書」を参考にし、その単元の筆者が執筆した別の作品や古典作品を選

書した。また社会も授業の進度に合わせて、歴史であれば、その時代に起きた出来事や人物の本

を選書した。学校行事に関連する本は、クラスマッチや体育祭、合唱コンクールに関係する本を

選書した。また定期テストが近いときには学習方法に関する本を選書したり、キャリア教育に関

係して、中学２年生では職場体験学習、中学３年生では進学に関する本を選書したりした。 

委員会は毎月設定されているため、月に１度は学級分館の中身を入れ替えることができた。 

 

（２）手立て２ 貸出方法の工夫 

  2021 年２月、中学１・２年生を対象として、貸出方法の工夫を試みた。この時期に、図書館を利

用するための昼休みが短い特別日課（15 分から 10 分に短縮・清掃後の一斉手洗いの時間を含む）

から通常日課（15 分）に戻ったが、依然として、清掃後の一斉手洗いの時間を含んでいたため、生

徒は図書館に足を運ぶ時間がなかなかとれない状況が続いていた。そこで、学校ホームページを活

用し、図書館に行かなくとも本を借りることができる「オンライン検索＆貸出」を実施した。 

 

① 蔵書一覧の作成 

学校ホームページの「図書館

より」のコーナーから、学校図

書館の蔵書一覧を見ることが

できるようにした。一宮市の小

中学校に導入されている学校

図 書 館 シ ス テ ム 「 探調
たんちょう

ＴＯＯＬＤＸ
ツ ー ル デ ラ ッ ク ス

」のリスト出力と

いう機能を使い、図書館のすべ

ての蔵書を Excel に書き出し

た。また、列ごとに「タイトル」

「サブタイトル」「人名」「出版

社」の見出しとフィルター機能

をつけ、検索ができるように編集した。（資料１） 

資料１ Excel のフィルター分け 
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② 「オンライン検索＆貸出」の説明 

図書委員が「オンライン検索＆貸出」の方法 

を、図書館だよりを用いて各学級で説明をし 

た。図書委員が説明する内容は、ア 図書館の 

蔵書一覧の見方、イ フィルターを使って本 

を検索する方法、ウ 借りたい本が決定して 

からの流れ とした。またこの際に Excel の 

パスワードを各学級の生徒に伝え、図書館だ 

よりにメモをさせた。イのフィルター検索の 

方法は、図書館だよりを用いて説明をした。 

（資料２） 

 

③ 貸出申し込み票での手続き 

借りたい本が決定したら、各学級に設置さ 

 れている学級分館のボックス内の貸出申し込 

み票に、図書のタイトルや著者名を記入させ 

た。希望の本が貸出中の場合は、順番を待つ 

か、貸出希望を取り消すか選択させることと 

した。（資料３） 

貸出申し込み票を書いた生徒は、図書委員 

に渡し、図書委員は図書委員会担当の教師に 

手渡しをするか、職員室内の指定の箱に入れ 

るようにさせた。 

 「オンライン検索＆貸出」を始めて、２日後 

から貸出申し込み票が教師の手元へ来た。そ 

の中には、これまで図書館を利用したことがない生徒が利用している様子が見られた。また複数 

回利用する生徒もいた。 

 

 ④ 本の準備と受け渡し 

図書委員から貸出申し込み票を受け取ったら、教師側が本を用意し、翌日から翌々日には本人

に届くように準備をした。準備した本は担任の先生から生徒に届けるように依頼した。 

 

４ 成果と課題 

（１）手立て１ 学級分館の増冊 

 生徒が主体的に図書館とかかわりをもつ契機になったか変容を見るために、2021 年３月中旬に、

中学１・２年生（396 名）を対象に、学校図書館アンケートを実施し、検証をした。その結果、「本

を読むことが好きですか」という問いに対して「好き」が 40％、「どちらかといえば好き」が 39％

となり、合計 79％で、前回のアンケート調査と比べて大きな変化は見られなかった。また「授業以

外でどれくらい学校図書館を利用していますか」という問いに対して、「ほとんど行かない」が 89％

であった。図書館に行かない理由として最も多かったものは「時間がない」で 25％となり、次いで

資料２ 図書館だよりの抜粋 

資料３ 貸出申し込み票 
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「図書館が遠い」が 23％で、これも変化は見られなかった。 

図書館までの距離を縮め、利用しやすくするために、学級分館の増冊を行ったが、効果を上げる

ことはできなかった。教師側の働きかけが不足していたことが原因の一つである。新着図書も学級

分館に入っていることや、読みたい本があれば図書委員に伝えて学級分館の中に入れてもらうこと

もできるということを生徒に伝えるなど、分館のよさを伝える働きかけを積極的に行っていく必要

がある。その上で、さらに冊数を増やし、図書館に行かなくても魅力ある本に触れることができる

環境を作り出すことも重要である。また年間を通して、様々な教科の授業で図書館を利用させる時

間を設定することができなかったことも原因であると考えられる。 

 

（２）手立て２ 貸出方法の工夫 

 2021 年３月のアンケートから生徒の実態をつかむために、「オンライン検索＆貸出」についての

質問を追加した。 

実際に「オンライン検索＆貸出」を実践できたのは約１か月間で、期間としてはたいへん短くな

ってしまった。その中で「『オンライン検索＆貸出』を学校のホームぺージを開いて見たことがあり

ますか」という質問に対して「はい」と答えたのは、全体の 17％で、低い利用率となってしまった。

しかし、アンケートを分析すると、その 17％のうち、約８割の生徒は図書館の利用について「ほと

んど行かない」もしくは「月に１回」と答えていることがわかった。さらに図書館を利用しない理

由として、「時間がない」が 28％、次いで「図書館が遠い」が 27％となった。 

したがって、時間がなく、図書館が遠いために、図書館をほとんど利用しない生徒が「オンライ

ン検索＆貸出」に興味をもって学校ホームページから蔵書一覧を見たことから、一定の効果があっ

たと考えられる。 

さらに、「『オンライン検索＆貸出』を利用して本を借りたことはありますか」という質問に対し 

て「はい」と答えたのは、全体の６％の生徒であった。この中の約７割の生徒も同様で、図書館の

利用について「ほとんど行かない」もしくは「月に１回」と答えていることがわかった。（グラフ２）

図書館を利用しない理由として、「時間がない」と「図書館が遠い」がそれぞれ 29％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業以外でどれくらい学校図書館を利用していますか】 

グラフ２ 

【「オンライン検索＆貸出」を利用して本を借りたことはありますか】 
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したがって、図書館を利用することが難しいと感じ、ほとんど図書館を利用していない生徒が「オ

ンライン検索＆貸出」を用いて本を借りたことは、図書館利用の新たな方法の可能性を示すもので

あると考える。 

また、実際に「オンライン検索＆貸出」を利用した生徒から、「図書館が遠いから楽になった」や

「このシステムなら時間があまりない人も借りられると思う」という感想があった。（資料４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの感想から、利用して初めて分かる便利さを体感させることができたと感じる。 

しかし、大部分の生徒に対して、便利さを実感させることができなかったことは否めない。「オン

ライン検索＆貸出」の全校生徒への周知は、図書委員が図書館だよりを用いて各学級で説明を行っ

たが、口頭説明のみであったことが原因である。説明だけでなく、実際にパソコン室から検索をし

たり、貸出申し込み票を書かせたりして、手元に本が届くところまで便利さを体験させることが必

要であった。 

また、学校ホームページにアクセスし、蔵書一覧を開いたものの、実際に借りるまでには至らな

かった生徒が 11％いた。その理由として、以下のような声が見られた。（資料５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも「データが重い」「ジャンルが分かりにくかった」という意見があった。 

現代ではパソコンのみならず、スマホやタブレット端末を活用する家庭が増えていることを加味

して、どのような端末からでも蔵書一覧を閲覧することができるように改善する必要がある。また

貸出冊数などを調査し、人気のある図書や、新着図書のみの一覧を別に作成し、蔵書一覧を細分化

することによって、データを軽くしたり、検索しやすくしたりする工夫が必要であると感じた。 

「オンライン検索＆貸出」については、実践期間が 2021 年２月から３月の１か月間と短く、生

徒の中に図書館の一つの取り組みとして定着するまでに至らなかった。しかし、１か月という短期

間にもかかわらず、学校ホームページにアクセスし、蔵書一覧を見ようとした生徒が 17％いたとい

うことは生徒の興味・関心を十分引き付けたとも言える。今後、改善や修正を加えながら長期的に

継続して取り組むことによって、定着を図り、成果をあげたい。 

資料４ オンライン検索＆貸出の感想 

資料５ オンライン検索の問題点 



５－７ 

 

５ まとめ 

 文部科学省が学校図書館の機能を「学校教育の一環として、すべての子どもに、本を選んで読む経

験、読書に親しむきっかけを与える」「子どもたちが、自由に好きな本を選び、静かに読みふける場を

提供したり、様々な本を紹介して、読書の楽しさを伝える。」と提言しているように、図書館に足を運

んで、本を手に取ってみる体験は、絶対に欠かすことのできないものである。 

しかし一方で、新型コロナウイルス感染症の流行を受けて、学校図書館は運営の仕方を変えていく

必要性に迫られてきた。また、一人一台のタブレット支給などをはじめとする、ＧＩＧＡスクール構

想実施にともない、学校図書館の在り方も変わっていくことが予想される。これまではいかに生徒を

図書館まで足を運ばせ、本に触れさせるかを考えていた。しかし、これからの学校図書館の運営は、

デジタル化を進め、生徒が図書館に足を運ばなくても、図書館の情報に触れ、主体的に図書館にかか

わることができるように工夫する必要がある。 

今回の研究における「オンライン検索＆貸出」の実践は、これまで図書館を利用していない生徒が、

主体的に図書館とかかわりをもつ契機となった。情報発信のデジタル化に向けて、今後も実践を継続

して取り組み、改善・向上させていく必要がある。また、「オンライン検索＆貸出」以外にも、図書館

からの様々な情報を、学校ホームページなどを利用して発信し、図書館に対する興味・関心を高めさ

せることで、生徒と図書館をつなぎたいと考える。今後も、これまでのアナログな図書館利用と、こ

れからの新しいデジタルな図書館利用を掛け合わせ、ハイブリッド型のバランスの良い図書館教育を

展開し、主体的に図書館にかかわりをもつことができる生徒の育成を目ざしていきたい。 

 


